
KAWASAKI FRONTALE

SEASON 2024

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

⃝ボランティアウエア［100着］

川崎フロンターレボランティアが着用する『ボランティアウエア』にパート
ナーロゴを掲出します。社名や商品名などが使用可能です。川崎フロンター
レボランティアは、川崎フロンターレホームゲームのみならず地域イベント
にも参加をします。

規格

色数 カラー４色（特色指定可）

スペース 300㎠以下

メリット

パートナーズメリットの適用（p6参照）

⃝	ゴール裏大型ビジョン広告（15秒×3回）

⃝MDP広告（表４）

川崎フロンターレの主なSDGsゴール

川崎フロンターレは川崎市
より「かわさきSDGsゴール
ドパートナー」に認証されて
います

これまでもこれからも川崎フロンターレは多くの方々と共にSDGsを推進していきます

スポーツの力で、人を、
この街を、もっと笑顔に

¥4,000,000
6
8

1
3 製作費含む

／税別

Jリーグ公式戦で川崎フロンターレが販売しているMDP（マッチデープ
ログラム）内に広告を出稿していただけます。

規格

色数 カラー４色（特色指定可）

Jリーグ公式戦の川崎フロンターレホームゲーム開催の際、テレビ等で放
映している企業様のCM等をスタジアムで有効的にご利用いただけます。
試合前に2回、ハーフタイムに1回放映いたします。

¥4,000,000

6
8

1
3 製作費含まず

／税別

¥400,000

6
8

1
3 製作費含まず

／税別

スタジアムコミュニティ広告

⃝	アディショナルタイムパートナー

 ¥2,000,000（税別）

※別途制作管理費として¥100,000が加算されます

Jリーグ公式戦の川崎フロンターレホームゲーム競技場「電光掲示板」の
アディショナルタイム表示の際にパートナーロゴを掲出します。
社名や商品名などが使用可能です。
試合の残り時間の表示となるため、スタジアム来場者の誰もが注目する画
面です。

規格

色数 カラー４色（特色指定可）

スペース W4.5m× H1.5m

メリット

パートナーズメリットの適用（p6参照）

⃝フロンタウン生田広告

⃝SDGｓ活動パートナー

¥500,000以上（税別）

お問合せください

川崎フロンターレが川崎市と共に整備を進めている新施設「フロンタウン
生田」。
約48,000㎡の敷地に人工芝のサッカーグラウンド2面、屋内外テニス
コート6面、体育館、クラブハウス、スポーツ整形リハビリ施設、スポーツ
幼児園、他にも川崎市上下水道局が整備する多目的広場（グラウンド）、ふ
れあい広場（公園）など様々な要素を盛り込んだ総合的なスポーツ拠点施
設として準備が進められています。将来のクラブを担う子供たちの育成の
拠点となることは勿論、地域の集いの場を市⺠に提供し、地域の人々の健
康促進や青少年育成、災害時の一時避難場所、防災の拠点としての機能も
併せ持つなど、多面的な価値を地域に提供することを目指しています。

規格

要相談

川崎フロンターレではSDGs活動にコミッ
トするにあたり、様々なシーン、角度から貢
献度の高い企画をご提案・実行してきました。
SDGsの17のゴールと169のターゲットは、
決して特別なことばかりではなく、皆さんの
日常のあらゆる場面で多くの人々が直面する
普遍的な困難とも繋がっています。
今後も川崎フロンターレのみならず各パート
ナー様とともによりよい社会貢献を目指して
参ります。

多摩川“エコ”ラシコ
川崎フロンターレ選手会が、川崎市、
とどろき水辺の楽校、国土交通省と共
催し、サポーター参加型で多摩川の清
掃活動と、多摩川により親しみを持っ
てもらうための体験学習を継続的に
行っています。

子どもの権利フォーラム　
川崎市と子どもを取り巻く環境や課題
について全国から関係者が集い、意見
交換する「子どもの権利条約フォーラ
ム」にマスコットが出演し啓発活動を
行っています。

川崎ものづくりフェア
川崎市経済労働局と川崎市内各工業団
体と共に、住宅が同じ地域に存在する
高津区、中原区、川崎区の企業を中心
にものづくりの魅力を市民・サポー
ターに発信するイベントを継続的に実
施しています。

就労体験プロジェクト
川崎市健康福祉局、NPO法人ピープ
ルデザイン研究所と協働で、障害者や
引きこもりの方々に就労体験の場を提
供しています。働く楽しさを体感して
いただき社会へ踏み出す一歩となれる
よう実施しています。

岩手県陸前高田市との取り組み
支援から交流への発展した陸前高田市との取り組みは、「選手会主催陸前高田サッカー教室」、「かわさき修学旅行」、「陸前高田
ランド」、「にこにこサッカー教室」、「ふろん田プロジェクト」と持続可能な活動へと進化しています。

薬物乱用防止
川崎市健康福祉局と麻薬、覚せい剤等
の薬物乱用防止を推進するため厚生労
働省等が主催する「ダメ。ゼッタイ。」
普及運動啓発ポスターに継続して協力
し、啓発活動を行っています。

かわさきSDGsランド
川崎市環境局、総務企画局、中原区役所の自
治体や富士通、PwC、染めQテクノロジィ
などの企業とタッグを組み、SDGsを楽し
く学んで体験できる
関東最大級のSDGs
イベントを行ってい
ます。

献血啓発ポスター参加・ 
噂のケンケツSHOW
川崎市健康福祉局と神奈川県赤十字血液
センターが共同で行っている献血啓発活
動に、選手ポスター参加や「噂のケンケツ
SHOW」と銘打ったホームゲームイベント
を開催し、献血啓発を行っています。

えがお共創プロジェクト
感覚過敏などでサッカー観戦が困難な
発達障がいのあるお子さまに対し、川
崎市、JTB、全日本空輸、富士通との
協業で、「センサリールーム」を設置し
サッカーを楽
しむことがで
きる環境を提
供しています。

バリアフリーマップ
富士通と共同で、どなたでも安心して
スタジアムにご来場いただけることを
目的に、街歩きバリアフリーマップを
作成しました。実際に車いす目線を確
認することができる動画も作成してい
ます。

まちごとWellnessプロジェクト
サントリーウエルネスと川崎市民の健康を
共に目指し、地域と連携し、スタジアム外
での活動を実施しています。多世代が出会
い、知り合い、交流する場として、体操番
組『みやまえご近助体操』を制作・放送し
ています。

サッカースクール
【FOOTBALL TOGETHER ～ 川 崎 と と
もに～】を理念に、日々活動を行ってい
ます。そのひとつであるスクールは、『川
崎の原石を磨く』をコンセプトとし、ス
クール生一人一人の土台を築き、一人一
人の特徴を伸ばすことに主眼をおき活動
しています。

赤い羽根共同募金
市内で行う運動を、毎年選手ポスター参
加やデザインの異なるマスコットのピン
バッチ作成、街頭募金、各施設募金箱設
置、マスコットの施設訪問などの活動を
しています。

火災予防啓発・ 
機能別消防団員就任
防火防犯に係る各行政団体との協力に
より、地域の安心安全に向けた啓発ポス
ターに選手が出演しています。また、高
津区ではクラブ職員自身が消防団員とな
り、消防団協力事業所の認定を受けてい
ます。

川崎区地域連携協定
区制50周年記念事業や川崎宿起立400
年プロジェクト等を推進する事業連携を
行っています。

宮前区地域連携協定
宮前区と地域連携協定を締結し、フロン
タウンさぎぬまを活用したフットサル、
グラウンドゴルフなどのスポーツイベン
トや、介護予防講座、地域団体とのイベ
ントで区民の健康づくりをサポートして
います。

川崎フロンターレ 
麻生アシストクラブ　
川崎新都心街づくり財団、しんゆり・芸
術のまちづくりフォーラム、麻生区役所
が一体となって活動する川崎フロンター
レ麻生アシストクラブでは、「あさお青
玄まつり」など地域を盛り上げる活動を
行っています。

川崎フロンターレ 
幸アシストクラブ
幸区民や企業、幸区役所が三位一体と
なって地域を盛り上げる川崎フロンター
レ幸アシストクラブでは、「グラウンド
ゴルフ」や「フロンターレ防災カルタ」で、
地域を盛り上げ、人や地域を守る活動を
行っています。

お口の健康教室
お口の恋人ロッテと共に、川崎市内の小学校において
お口の健康を保つことの大切さを子どもたちに楽しく
学んでもらう授業を継続的に行っています。

太陽光発電
トッププロサッカー選手が日常トレー
ニングに勤しむクラブハウスに隣接し、
サッカースクールなどで地域の方々もご
利用になるトイレの電力を太陽光発電
でまかなうことで環境負荷低減に寄与し
ています。

ブルーサンタ
子ども達に少しでも元気をプレゼントで
きればと、クラブ創設時から継続して、
選手が青いサンタクロースの格好で小児
科病棟の訪問を行っています。

いっしょにおフロんた～れ
住民同士の交流や公衆衛生の観点
でも地域になくてはならない銭湯
の魅力を様々なコラボレーション
で市民・サポーター
に伝えています。

高津区地域連携協定　
高津区と地域連携協定を締結し、みんな
が無理なく気軽にできる「高津区公園体
操」ではマスコットが参加。また、エコ
シティたかつ推進会議、脱炭素アクショ
ンみぞのくち推進会議、まちづくり協議
会に参加しています。

川崎フロンターレ 
中原アシストクラブ
中原区民や企業、中原区役所が一体と
なって活動を行う川崎フロンターレ中原
アシストクラブでは、「歯磨き指導」、「食
育イベント」、「親子サッカー教室」など
地域を盛り上げる活動を行っています。

フロンターレ牧場
地元・川崎の牧場、養豚場、動物公園、
競馬場の協力のもと、実際にヒツジの毛
刈りや牛の乳しぼり体験、乗馬など動物
に直接ふれられるイベントを実施するこ
とで、多様な生物との共生の大切さを体
験してもらいます。

川崎フロンターレ算数ドリル
川崎市内の各小学校に毎年配布され、
算数を楽しみながら学べる「川崎フロ
ンターレ算数ドリル」と、フロンター
レの選手たちと一緒に身体を動かして
ドリルの問題を一緒に解く「実践学習」
を行っています。

中原区商店街連合会との取り組み
川崎信用金庫と連携し、中原区商店街
連合会に災害時やイベント時のための
蓄電池を作るクラブパートナー企業を
紹介。災害時の電子機器充電や車中泊
での照明を使用可能とすることで持続
的なまちづくりを推進しています。

LEADS TO THE OCEAN
日本財団、NPO法人海さくらと共同
で、ホームゲーム終了後に等々力競技
場周辺でのゴミ拾い活動を実施し、海
をきれいにする運動を続けています。

健康づくりウォーキング
明治安田生命とJリーグやJクラブがタイ
アップして、地域の皆さんが地元のJクラ
ブ選手等と楽しみながら一緒に歩くこと
で、健康づくりを応援していくウォーキン
グプロジェクトを実施しています。

災害時における物資供給に関する
協定（川崎市・陸前高田市・合志市）
アンカー ･ジャパンと共に、川崎市、
岩手県陸前高田市、熊本県合志市とそ
れぞれ協定を結び、アンカー・ジャパ
ンから災害対策セット、ポータブル電
源を提供いただき、主要な避難所の充
電環境整備をサポートしています。

防災備蓄食循環
川崎信用金庫、陸前高田市、福祉作業
所と保存食を活用したフードロス解
消、障がい者労働機会創出、こども食
堂への寄付を実行しました。

岩手県大船渡市サッカー教室
SBIいきいき少額短期保険と共に、将来を
担うこどもたちが健やかに成⾧することを
願い、岩手県大船渡市で地元の小中学生対
象のサッカー教室、未就学児童対象の親子
レクリエーションを開催しています。

社会を明るくする運動
法務省主唱の「社会を明るくする運動」
を保護司会を中心として、社会福祉協
議会・町会連合会・青少年指導員会な
どで構成される麻生地区推進委員会の
一員として活動を続けています。

ベトナム 
サッカースクール
東急とベトナムビンズ
ン新都市の開発を行う
ベカメックス東急と共
に、2021 年 5 月に基本
協定を締結し、ベトナム
初のJリーグクラブによ
るサッカースクール事
業を開始しました。

フードドライブ実施
川崎フロンターレのホームゲームにおいて、毎試合フー
ドドライブを実施しています。
フードドライブとは、各家庭で使い切れない未使用食品
を持ち寄っていただき、それらをまとめてフードバンク
団体や地域の福祉施設・団体などに寄贈する活動です。
川崎フロンターレでは集まった食品は、フードバンクか
わさきを通じて、地域の福祉施設や食を必要としている
方に寄贈いただいています。

かわさきこども食堂ネットワーク支援
現代社会において地域コミュニティとしての重要な拠り
所となっている「こども食堂」が抱える課題を、かわさ
きこども食堂ネットワークと共に、川崎市や川崎フロン
ターレパートナー企業との協働・連携で解決を目指すも
のです。
食品提供でロッテ、マルコメ、ドールの、配送の提供で
ヤマト運輸の、置き場の提供で富士通のサポートを受け、
まずは開始することになりました。
現在も共にこども食堂を支援くださる更なる仲間を募集
しています。

女子サッカースクールの実施
ジェンダー平等を達成し、全ての女
性・少女のエンパワーメントを行うた
め、女子サッカースクールを実施して
います。

富士通スタジアム川崎
アメリカンフットボールの魅力を活か
しながら、競技団体・地域・市民と連
携した取り組みや、「はぐくみの里の
運営」や「防災キャンプの実施」など地
域活性化の推進を担っています。

フロンタウンさぎぬま
川崎市水道局の協力のもと実施してい
る関東最大級のフットサル施設「フロ
ンタウンさぎぬま」。

「スポーツ文化の振興及びスポーツに
よる地域社会への貢献」を具現化する
ものとして運営しています。

川崎フロンターレと本を読もう！
フロンターレの選手やマスコットを使
用した、川崎市内での読書を通じた豊
かなまちづくりのための読書推奨キャ
ンペーン事業「川崎フロンターレと本
を読もう!」を実施しています。2021
年はAmazonと協働しました。

巡回サッカー教室　
サッカーを中心にボールを用いる運動を通し
て、サッカーやスポーツの楽しさ、すばらしさ
を感じていただき、子どもから大人まで健全
な心身の発達に寄与することを目的として、
クラブ創設時期から行っています。

川崎市商店街新年挨拶回り　
川崎フロンターレの選手が川崎市内の商
店街の皆さんに新シーズンのご挨拶に伺
います。商店街とプロサッカークラブが
連携して、地域と地域住民のつながりの
強化を目指しています。

川崎フロンターレの主なSDGsゴール

★★★川崎フロンターレSDGsの主な取り組み★★★

川崎フロンターレは川崎市
より「かわさきSDGsゴール
ドパートナー」に認証されて
います

これまでもこれからも川崎フロンターレは多くの方々と共にSDGsを推進していきます

スポーツの力で、人を、
この街を、もっと笑顔に
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コミュニティパートナー COMMUNITY PARTNER




